
（1面） 年 6 月 15 日 作成

事務事業

№/名　称

主管課 関連課

分野名

目標

（目標値）

人口等の データ区分
データ 人　　　口

世　帯　数
事業の対象者数

運営資源 決算値（千円） 平成23年度分　交付金内訳

状　　　況 （国　・　県） ・緊急雇用補助金 1,036,468円

（負担金等） ・子宮頸がん等ワクチン接種臨時

（一般財源） 　特例基金補助金 90,346,000円

人員配置数 ・子育て支援交付金

人 件 費（千円） 　（ヒブ・小児用肺炎球菌） 42,585,000円

協　働　の 　（子宮頸がん） 29,964,000円

パートナー 合計 163,931,468円

市民１人当

りの経費（円）

対象者１人

当りの経費（円）

団体名⇒

90%

事業の目的と政策・施策体系の目標とが整合しているか。法的
な根拠や公的関与の妥当性はあるか。

実績値
103.5%88.40%

　ベンチマーク
（県内外自治体
や民間団体と

の比較値）

指　　標

事業費や人件費に削減余地はないか。

90%

②妥当性

最終年度（  年度）

備　　考

79,217世帯

２３年度

78,131世帯

163,931千円

24年度

90%

24

健康福祉

感染症の発生予防・予防接種率の向上

平成

■サービス部門

学務課・保育課

平成24年度事務事業評価シート

健福-34
□支　援　部 門

市民健康課

予防接種事業

２２年度 ２１年度
・各年4月1日
（住民基本台帳）

177,204人 177,161人 176,669人
78,812世帯

37,444人 37,686人

評価のポイント

目標値

評価

○ 90%

946千円 

32,915人
269,532千円 193,755千円 

総事業費（千円）

①効率性

90%

23年度

1,646円 

0千円 0千円 

21,534千円 21,988千円 

2,541円

264,784千円 248,870千円 

医師会・医療機関・ 医師会・医療機関・ 医師会・医療機関・

1,228円 

保健福祉事務所保健福祉事務所

192,809千円 

428,715千円

216,944千円 

2.5人
23,189千円 

2.5人 2.5人

保健福祉事務所

0千円 
20,662千円 

年度 22年度

90.01%

12,025円 8,857円 5,757円

21年度

事務事業
運営経費

450,249千円 291,520千円 

評価の視点

予防接種率の向上

◎目標を達成　○目標に向かって前進
△横ばい　×後退

評価 ⇒ 方向性

①効率性 ○ ②妥当性 ○ ○ ⇒ ■A □C □D □E

①効率性 ②妥当性 ⇒ □A □C □D □E

①効率性 ②妥当性 ⇒ □A □C □D □E

①効率性 ②妥当性 ⇒ □A □C □D □E

①効率性 ②妥当性 ⇒ □A □C □D □E

H23年度の課題

課題解決のための取組

未解決の課題

○

○

○

○

課長等名
今後の
方向性

A：充実・拡大 B：現状継続C：改善・見直しD：統合縮小 E：廃止・休止

　不活化ポリオワクチンが近々導入される予定のため、今
後の動向を把握する。
　また、国の事業では、任意予防接種事業が平成25年3月
末で廃止となり定期の予防接種化が検討されている。国の
動向を把握する必要がある。 A

中事業の評価

※□事業完了

中事業の評価と今後の方向性

中事業に含まれる小事業の評価（⇒個別事業の概要は裏面）

事務事業の課題及び取組状況

市民健康課長

大澤 則

428,715千円 

事業の概要

④公平性

事業の概要

③有効性

事業の概要

□B

④公平性

③有効性

③有効性

予防接種法に基づく定期予防接種と子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業によるヒブ、小児用肺炎球菌、子宮頸が
んワクチンを公費負担で接種することにより、感染症の発生とまん延を予防する。

事業の概要

○

④公平性

④公平性

③有効性

④公平性

□B

受益機会が偏っていないか。受益者負担は公平・公正か。

□B

③有効性
事業の成果が得られているか。事業を休止・廃止した
場合影響があるか。

③有効性

④公平性

A：充実・拡大 B：現状継続 C：改善・見直し
D：統合縮小 E：廃止・休止

　　適切＝○ 、要改善＝△（評価の視点を参照）H23決算値

評価の視点

任意接種で受けると予診票が市に届かないため、接種者の把握が困難である。

個人通知や広報、ホームページ等で周知。任意で接種を受けた人は、連絡してもらうようにした。

事業の概要

ポリオワクチンの不活化ワクチンが、近々使用できるようになるという報道や、任意で接種している医療機関や神奈川県でも独自に不活化ワクチンでの接種を実施する等に
伴い、本市が実施する集団接種の接種率が例年９０％あったものが７０％を下まわった。不活化ワクチン導入後の経過をみていく必要がある。

□B

□B

①効率性

②妥当性

③有効性

④公平性

適切＝〇
要改善＝△
（評価の視点
を参照）

予防接種事業

小事業名

○ 大澤　一則④公平性



（2面） (単位：千円）

ザイムスコード 23年度予算 23年度決算値

99 2,037 1,644 ■適切 □見直し余地あり

99 86,000 74,531 ■適切 □見直し余地あり

99 162,931 152,363 ■適切 □見直し余地あり

99 2,600 2,540 ■適切 □見直し余地あり

99 1,851 762 ■適切 □見直し余地あり

1423 1,781 1,559 ■適切 □見直し余地あり

1423 207,637 193,029 ■適切 □見直し余地あり

1423 6,734 677 ■適切 □見直し余地あり

□適切 □見直し余地あり

□適切 □見直し余地あり

□適切 □見直し余地あり

□適切 □見直し余地あり

小事業名 個別事業名

個別事業の概要

予防接種ワクチン等医薬材料費

予防接種等委託料

主
な
個
別
事
業

予防接種事業

任意予防接種補助金

ポリオ医師派遣委託料

ポリオ集団接種受付事務等賃金

主
な
個
別
事
業

任意予防接種委託料

予防接種費用自己負担金補助金

主
な
個
別
事
業

主
な
個
別
事
業

主
な
個
別
事
業

個別事業の評価結果

任意予防接種アルバイト賃金


